
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３１８ 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 
保健 単位

数 
１単位 年次 ２年次 

使用教科書 現代高等保健体育 保体 701（大修館書店） 

副教材等 現代高等保健体育ノート 701 準拠（大修館書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・健康・安全について理解しよう。 

・健康的な生活行動について学ぶ。 

・日常生活で直面するであろう健康課題を知り、その解決方法を考える。 

・健康や安全についての社会的な取組や個人での対応について知る。 

・身近な健康問題に興味を持つ。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・健康的な生活行動とはどのようなことか理解できるようになる。 

・身近な健康問題に興味をもち、その解決方法について考えることができるようになる。 

・健康や安全に対する社会的な取組みを知り、個人的な対応と関連づけて実践できるようになる。 

・心と体を一体としてとらえ、健康・安全について総合的に理解する。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

健康を保持増進するための

課題や個人生活及び社会生

活における健康・安全課題

の解決に役立ち、自らの健

康を適切に管理すること及

び環境を改善していくため

の基礎的な事項を理解して

いる。 

健康を保持増進するための

課題や個人生活及び社会生

活における健康・安全課題に

ついての解決をめざして、知

識を活用した学習活動など

により、総合的に考え、判断

し、それらを表している。 

健康を保持増進するために

は、自らの健康を適切に管理

すること及び環境を改善し

ていくことが重要であるこ

とに関心を持ち、個人生活及

び社会生活における健康・安

全課題について、主体的に学

習に取り組もうとする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

生

涯

を

通

じ

る

健

康 

ライフステージと健康 

 

a: ・思春期における心身の発達や性

的成熟に伴う身体面，心理面，行動面

などの変化に関わり，健康課題が生じ

ることがあることについて，理解した

ことを言ったり書いたりしている。 

・思春期の心身の変化に対応して，自

分の行動への責任感や異性を理解し

たり尊重したりする態度が必要であ

ること，及び性に関する情報等への適

切な対処が必要であることについて，

理解したことを言ったり書いたりし

ている。 

b: ・生涯の各段階における健康につ

いて，健康に関わる原則や概念を基に

整理したり，個人及び社会生活と関連

付けたりして，自他や社会の課題を発

見している。 

・思春期と健康について，習得した知

識を基に，心身の発達や性的成熟に伴

う健康課題を解決するために，性に関

わる情報を適切に整理している。 

c: 生涯の各段階における健康につい

て，課題の解決に向けた学習に主体的

に取り組もうとしている。 

・定期考

査 

 

・ワーク

シート 

 

・ノート 

・定期考

査 

 

・ワーク

シート 

 

・ノート 

・課題学

習 の 成

果物 

 

・振り返り

シート 

 

 

思春期と健康 

 

性意識と性行動の選択 

妊娠・出産と健康 a: ・結婚生活について，心身の発達

や健康の保持増進の観点から理解し

たことを言ったり書いたりしている。 

・受精，妊娠，出産とそれに伴う健康

課題について，理解したことを言った

り書いたりしている。 

・家族計画の意義や人工妊娠中絶の

心身への影響などについて，理解した

ことを言ったり書いたりしている。 

・結婚生活を健康に過ごすには，自他

避妊法と人工妊娠中絶 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

結婚生活と健康 の健康に対する責任感，良好な人間関

係や家族や周りの人からの支援，及び

母子の健康診査の利用や保健相談な

どの様々な保健・医療サービスの活用

が必要であることについて，理解した

ことを言ったり書いたりしている。 

b: ・結婚生活と健康について，習得

した知識を基に，結婚生活に伴う健康

課題の解決や生活の質の向上に向け

て，保健・医療サービスの活用方法を

整理している。 

c: 生涯の各段階における健康につい

て，課題の解決に向けた学習に主体的

に取り組もうとしている。 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

生
涯
を
通
じ
る
健
康 

中高年期と健康 a: ・中高年期を健やかに過ごすため

には，若いときから，健康診断の定期

的な受診などの自己管理を行うこと，

生きがいをもつこと，運動やスポーツ

に取り組むこと，家族や友人などとの

良好な関係を保つこと，地域における

交流をもつことなどが関係すること

について，理解したことを言ったり書

いたりしている。 

・高齢期には，加齢に伴い，心身の機

能や形態が変化すること，その変化に

は個人差があること，疾病や事故のリ

スクが高まること，健康の回復が長期

化する傾向にあることについて，理解

したことを言ったり書いたりしてい

る。 

・高齢社会では，認知症を含む疾病等

への対処，事故の防止，生活の質の保

持，介護などの必要性が高まることな

どから，保健・医療・福祉の連携と総

合的な対策が必要であることについ

て，理解したことを言ったり書いたり

している。 

b: ・加齢と健康について，習得した

知識を基に，中高年期の疾病や事故の

リスク軽減のための個人の取組と社

会的対策を評価している。 

・生涯の各段階における健康につい

て，自他や社会の課題の解決方法と，

それを選択した理由などを話し合っ

たり，ノートなどに記述したりして，

筋道を立てて説明している。 

c: 生涯の各段階における健康につ

いて，課題の解決に向けた学習に主体

的に取り組もうとしている。 

・定期考

査 

 

・ワークシ

ート 

 

・ノート 

・定期考

査 

 

・ ワ ー ク

シート 

 

・ノート 

・ 課 題学

習の成果

物 

 

・ロールプ

レイグによ

る班別発

表 

 

 

働くことと健康 

 

 

 

 

 

 

a: ・労働による傷害や職業病などの

労働災害は，作業形態や作業環境の変

化に伴い質や量が変化してきたこと

について，理解したことを言ったり書

いたりしている。 

・労働災害を防止するには，作業形態

や作業環境の改善，長時間労働をはじ
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労働災害と健康 めとする過重労働の防止を含む健康

管理と安全管理が必要であることに

ついて，理解したことを言ったり書い

たりしている。 

b: ・労働と健康について，健康に関

わる原則や概念を基に整理したり，個

人及び社会生活と関連付けたりして，

自他や社会の課題を発見している。 

・働く人の健康の保持増進について，

習得した知識を基に，生活の質の向上

を図ることと関連付けて，課題解決の

方法に応用している。 

・労働災害と健康について，習得した

知識を基に，労働災害の防止に向け

て，個人の取組と社会的対策を整理し

ている。 

 c: 労働と健康について，課題の解決

に向けた学習に主体的に取り組もう

としている。 

健康的な職業生活 a: ・働く人の健康の保持増進は，職

場の健康管理や安全管理とともに，心

身両面にわたる総合的，積極的な対策

の推進が図られることで成り立つこ

とについて，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

・働く人の日常生活においては，積極

的に余暇を活用するなどして生活の

質の向上を図ることなどで健康の保

持増進を図っていくことが重要であ

ることについて，を理解したことを言

ったり書いたりしている。 

b: 労働と健康について，自他や社会

の課題の解決方法と，それを選択した

理由などを話し合ったり，ノートなど

に記述したりして，筋道を立てて説明

している。  

c: 労働と健康について，課題の解決

に向けた学習に主体的に取り組もう

としている。 
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健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り 

大気汚染と健康 a: ・人間の生活や産業活動は，大気

汚染，水質汚濁，土壌汚染などの自然

環境汚染を引き起こし，健康に影響を

及ぼしたり被害をもたらしたりする

ことがあるということについて，理解

したことを言ったり書いたりしてい

る。 

b: ・環境と健康について，健康に関

わる原則や概念を基に整理したり，個

人及び社会生活と関連付けたりして，

自他や社会の課題を発見している。 

c: 環境と健康について，課題の解決

に向けた学習に主体的に取り組もう

としている。 

   

水質汚濁，土壌汚染と健康 

  

環境と健康にかかわる対策 a: ・健康への影響や被害を防止する

ためには，汚染物質の排出をできるだ

け抑制したり，排出された汚染物質を

適切に処理したりすることなどが必

要であることについて，理解したこと

を言ったり書いたりしている。 

・健康への影響や被害を防止するた

めに環境基本法などの法律等が制定

されており，環境基準の設定，排出物

の規制，監視体制の整備などの総合

的・計画的対策が講じられていること

について，理解したことを言ったり書

いたりしている。 

b: ・人間の生活や産業活動などによ

って引き起こされる自然環境汚染に

ついて，事例を通して整理し，疾病等

のリスクを軽減するために，環境汚染

の防止や改善の方策に応用している。 

c: 環境と健康について，課題の解決

に向けた学習に主体的に取り組もう

としている。 
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ごみの処理と上下水道の整

備 

a:・上下水道の整備，ごみやし尿など

の廃棄物を適切に処理する等の環境

衛生活動は，自然環境や学校・地域な

どの社会生活における環境，及び人々

の健康を守るために行われているこ

とについて，理解したことを言ったり

書いたりしている。 

b: ・環境と健康について，自他や社

会の課題の解決方法と，それを選択し

た理由などを話し合ったり，ノートな

どに記述したりして，筋道を立てて説

明している。 

c: 環境と健康について，課題の解決

に向けた学習に主体的に取り組もう

としている。 

   

３
学
期 

健
康
を
支
え
る
環
境
づ
く
り 

食品の安全性 

 

a: ・人々の健康を支えるためには，

食品の安全性を確保することが重要

であり，食品の安全性が損なわれる

と，健康に深刻な被害をもたらすこと

があり，食品の安全性を確保すること

は健康の保持増進にとって重要であ

ることについて，理解したことを言っ

たり書いたりしている。  

b: ・食品と健康について，健康に関

わる原則や概念を基に整理したり，個

人及び社会生活と関連付けたりして，

自他や社会の課題を発見している。 

・食品の安全性と食品衛生に関わる

活動について，習得した知識を自他の

日常生活に適用して，健康被害の防止

と健康を保持増進するための計画を

立てている。 

 c: 食品と健康について，課題の解決

に向けた学習に主体的に取り組もう

としている。 

・定期考

査 

 

・ワークシ

ート 

 

・ノート 

・定期考

査 

 

・ ワ ー ク

シート 

 

・ノート 

・ 課 題学

習の成果

物 
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食品衛生にかかわる活動 

 

a: ・食品の安全性を確保するために，

食品衛生法などの法律等が制定され

ており，様々な基準に基づいて食品衛

生活動が行われていることや，食品の

製造・加工・保存・流通など，各段階

での適切な管理が重要であることに

ついて，理解したことを言ったり書い

たりしている。 

・食品衛生に関わる健康被害の防止

と健康の保持増進には，適切に情報を

公開，活用するなど行政・生産者・製

造者・消費者などが互いに関係を保ち

ながら，それぞれの役割を果たすこと

が重要であることについて，理解した

ことを言ったり書いたりしている。 

b: ・食品と健康について，自他や社

会の課題の解決方法と，それを選択し

た理由などを話し合ったり，ノートな

どに記述したりして，筋道を立てて説

明している。 

c: 食品と健康について，課題の解決

に向けた学習に主体的に取り組もう

としている。 

保健サービスとその活用 a:・我が国には，人々の健康を支

えるための保健・医療制度が存在

し，行政及びその他の機関などか

ら健康に関する情報，医療の供

給，医療費の保障も含めた保健・

医療サービスなどが提供されて

いることについて，理解したこと

を言ったり書いたりしている。 

b: ・保健・医療制度及び地域の

保健・医療機関について，健康に

関わる原則や概念を基に整理し

たり，個人及び社会生活と関連付

けたりして，自他や社会の課題を

発見している。 

c: 保健・医療制度及び地域の保健・

医療機関について，課題の解決に向け

た学習に主体的に取り組もうとして

いる。 
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医療サービスとその活用 a: ・健康を保持増進するために

は，検診などを通して自己の健康

上の課題を的確に把握し，地域の

保健所や保健センターなどの保

健機関，病院や診療所などの医療

機関，及び保健・医療サービスな

どを適切に活用していくことな

どが必要であることについて，理

解したことを言ったり書いたり

している。 

b: ・医薬品の制度とその活用に

ついて，医薬品には承認制度があ

り，販売に規制が設けられている

ことと関連付けながら，生活の質

の向上のために利用の仕方を整

理している。 

c: 保健・医療制度及び地域の保

健・医療機関について，課題の解

決に向けた学習に主体的に取り

組もうとしている。 

医療品の制度とその活用 a: ・医薬品は，医療用医薬品，要

指導医薬品，一般用医薬品の三つ

に大別され，承認制度によってそ

の有効性や安全性が審査されて

おり，販売に規制が設けられてい

ることについて，理解したことを

言ったり書いたりしている。 

・疾病からの回復や悪化の防止

には，個々の医薬品の特性を理解

した上で，使用法に関する注意を

守り，正しく使うことが必要であ

ることについて，理解したことを

言ったり書いたりしている。 

b: ・保健・医療制度及び地域の

保健・医療機関について，自他や

社会の課題の解決方法と，それを

選択した理由などを話し合った

り，ノートなどに記述したりし

て，筋道を立てて説明している。 

c: 保健・医療制度及び地域の保

健・医療機関について，課題の解

決に向けた学習に主体的に取り

組もうとしている。 
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さまざまな保健活動や社会的

対策 

a:・我が国や世界では，健康を支

えるために，健康課題に対応して

各種の保健活動や社会的対策が

行われていることについて，理解

したことを言ったり書いたりし

ている。 

b: ・様々な保健活動や社会的対

策について，健康に関わる原則や

概念を基に整理したり，個人及び

社会生活と関連付けたりして，自

他や社会の課題を発見している。 

・地域の保健・医療機関やスポー

ツ施設の活用の仕方について，関

連した情報を整理し，生活の質の

向上に向けた課題解決に応用し

ている。 

・様々な保健活動や社会的対策

について，自他や社会の課題の解

決方法と，それを選択した理由な

どを話し合ったり，ノートなどに

記述したりして，筋道を立てて説

明している。 

c: 様々な保健活動や社会的対策

について，課題の解決に向けた学

習に主体的に取り組もうとして

いる。 
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健康に関する環境づくりと社

会参加 

a: ・自他の健康を保持増進する

には，ヘルスプロモーションの考

え方に基づいた，健康に関する環

境づくりが重要であることにつ

いて，理解したことを言ったり書

いたりしている。 

・一人一人が健康に関心をもち，

健康を支える適切な環境づくり

に積極的に参加していくことが

必要であり，そのことが自分を含

めた世界の人々の健康の保持増

進につながることについて，理解

したことを言ったり書いたりし

ている。 

b: ・健康に関する環境づくりと

社会参加について，健康に関わる

原則や概念を基に整理したり，個

人及び社会生活と関連付けたり

して，自他や社会の課題を発見し

ている。 

・ヘルスプロモーションの考え

方に基づいた，健康に関する環境

づくりへ積極的に参加していく

ために，適切な情報を選択・収集

して，分析・評価し計画を立てて

いる。 

・健康に関する環境づくりと社

会参加について，自他や社会の課

題の解決方法と，それを選択した

理由などを話し合ったり，ノート

などに記述したりして，筋道を立

てて説明している。 

c: 健康に関する環境づくりと社

会参加について，課題の解決に向

けた学習に主体的に取り組もう

としている。 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


